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は
じ
め
に

　

源
経
頼
は
平
安
中
期
に
長
く
弁
官
・
蔵
人
を
務
め
た
実
務
官
僚
で
、そ
の
日
記『
左

経
記
』
は
平
安
時
代
の
研
究
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
で
あ
る
。『
左
経
記
』

は
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
か
ら
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
に
わ
た
る
日
次
記
が
残

さ
れ
る
ほ
か
、
凶
事
の
部
類
記
『
類
聚
雑
例
』
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
現
在
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
増
補
史
料
大
成
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
凡
例
に
よ
れ
ば
「
秘
閣
本
で
嘗
て

太
政
官
修
史
局
に
於
て
、
久
松
家
献
本
内
容
は
他
の
諸

流
布
本
と
同
じ
に
九
条
家
本
を
補
っ
た
も
の
」

を
底
本
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
旧
内
閣
文
庫
蔵
『
左
経
記
』

十
五
冊（
請
求
記
号
一
六
〇-

〇
二
三
〇
）に
あ
た
り
、奥
書
に
よ
れ
ば
明
治
六
年（
一

八
七
三
）
十
二
月
二
十
五
日
に
華
族
久
松
定
謨
が
献
上
し
た
『
左
経
記
』
寛
仁
元
年

秋
冬
、
同
二
年
春
夏
・
冬
、
同
三
年
秋
冬
、
同
四
年
春
夏
・
秋
冬
、
万
寿
二
年
秋
冬
、

同
三
年
春
夏
、
同
五
（
長
元
元
）
年
春
夏
・
秋
冬
、
長
元
四
年
春
夏
・
秋
冬
、
同
七

年
秋
冬
、
同
八
年
春
夏
、
類
聚
雑
例
の
十
五
冊
に
、
明
治
十
八
年
十
・
十
一
月
、
華

族
九
条
道
孝
蔵
書
の
『
経
頼
卿
記
』
長
和
五
年
春
夏
、
治
安
二
年
秋
冬
、
万
寿
二
年

春
夏
、
同
三
年
秋
冬
を
補
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
補
写
さ
れ
た
の
は
宮
内
庁
書
陵
部

所
蔵
九
条
本
『
左
経
記
』
四
巻
（
函
架
番
号
九-

四
〇
四
）
で
、
こ
れ
は
平
安
末
期

～
鎌
倉
初
期
の
書
写
と
み
ら
れ
る
古
写
本
で
あ
る
。『
左
経
記
』
の
古
写
本
に
は
そ

の
ほ
か
、
長
元
五
年
春
夏
の
一
巻
（
谷
森
本
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
影
写

本〔
請
求
記
号
三
〇
七
三-

三
〕に
よ
り
確
認
）、万
寿
二
年
秋
冬
・
長
元
七
年
秋
冬
・

同
八
年
春
夏
の
三
巻
（
守
屋
本
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
版
〔
請
求
記

号
六
一
七
三-

二
一
七
〕
に
よ
り
確
認
）、
高
山
寺
所
蔵
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
第

二
巻
裏
書
の
治
安
元
年
秋
冬
四
～
八
月
記
断
簡
が
あ
る
。
九
条
本
・
谷
森
本
・
守
屋

本
に
つ
い
て
は
、
本
来
一
具
の
写
本
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
石
田
実
洋
氏
に
よ
り
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
左
経
記
』
の
大
半
は
古
写
本
が
現
存
せ
ず
新
写
本
（
増
補
史

料
大
成
が
い
う
と
こ
ろ
の
流
布
本
）に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

新
写
本
の
概
要
を
知
る
こ
と
も
『
左
経
記
』
の
テ
キ
ス
ト
を
検
討
す
る
上
で
不
可
欠

で
あ
る
。

　
『
左
経
記
』諸
写
本
の
所
在
は『
国
書
総
目
録
』お
よ
び『
古
典
籍
総
合
目
録
』に
よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
詳
細
な
内
容
や
構
成
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
増

補
史
料
大
成
が
久
松
家
献
本
に
つ
い
て
「
内
容
は
他
の
諸
流
布
本
と
同
じ
」
と
指
摘

す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
日
次
記
の
新
写
本
を
対
象
と
し
て
『
左
経

記
』
諸
写
本
の
調
査
結
果
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
基
礎
的
考
察
を
行
う
。

一
、
奥
書
と
錯
簡

　
『
左
経
記
』
諸
写
本
を
調
査
す
る
上
で
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
奥
書
。
寛
仁
二
年
冬
の
末
尾
に
は
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
六
月
十
五
日

付
の
奥
書
が
あ
る
。
諸
写
本
で
確
認
し
て
も
判
読
困
難
な
文
字
が
多
い
た
め
大
意
を

（
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と
る
ほ
か
な
い
が
、
記
主
は
「
参
議
」
で
天
承
元
年
六
月
十
五
日
に
見
合
を
終
え
た

も
の
の
文
字
が
き
わ
め
て
乱
雑
で
あ
っ
た
、
こ
の
日
記
は
長
い
年
月
の
間
に
分
散
し

て
し
ま
っ
た
、
等
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。
こ
の
奥
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
清
水

潔
氏
が
以
下
の
と
お
り
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
天
承
元
年
」
よ
り
前

の
部
分
は
後
人
に
よ
る
追
記
と
み
ら
れ
る
た
め
「
故
中
納
言
」
＝
「
参
議
」
と
な
り
、

天
承
元
年
の
参
議
で
「
故
中
納
言
殿
」
と
呼
ば
れ
得
る
人
物
は
藤
原
忠
宗
と
源
雅
兼

の
二
名
で
あ
る
。
忠
宗
は
藤
原
師
通
の
甥
に
あ
た
る
が
、『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治

五
年
（
一
〇
九
一
）
十
二
月
十
七
日
条
裏
書
に
『
左
経
記
』
長
和
四
年
十
二
月
二
十

六
日
条
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
師
通
の
時
代
に
は
摂
関
家
に
『
左
経
記
』

が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、忠
宗
が
借
覧
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
忠
宗
の
子
忠
親
の
日
記
『
山
槐
記
』
に
は
し
ば
し
ば
『
左
経
記
』
を
引
見
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
参
議
」
が
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
断
定
は
で

き
な
い
も
の
の
、
忠
宗
は
『
左
経
記
』
を
書
写
し
所
持
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
い
つ

の
も
の
か
未
詳
な
が
ら
奥
書
自
体
に
も
「
忠
宗
」
の
追
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

諸
写
本
に
は
こ
の
奥
書
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
り
、
前
者
の
中
に
も
次
の

三
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
て
い
る
。

奥
書
Ⅰ

　
　
　

故
中
納
言
殿
御
自
筆
、
忠
宗
也
、

天
承
元
年
六
月
十
五
日
自
見
合
了
、
本
字
極
狼
藉
也
、

此
記
年
来
之
内
、
自
人
々
斗
□
分
、
及
半
分
、
一
川
云
意
也
、

其
議
可
披
露
、
而
此
本
儕
或
人
大
夫

洪
還
河
之
事
了
、
天
之

旨
然
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議

奥
書
Ⅱ朱

了
本
書
且
被
書
也
、
故
中
納
言
殿
御
自
筆
、
忠
宗
也
、

天
承
元
年
六
月
十
五
日
自
見
合
了
、
本
字
極
狼
藉
也
、

此
記
年
来
之
内
、
自
人
々
斗
□
分
、
及
半
分
、
一
川
云
意
也
、

其
議
可
披
露
、
而
此
本
儕
或
人
大
夫

洪
還
河
之
事
了
、
天
之

旨
然
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議

奥
書
Ⅲ本

書　

故
中
納
言
殿
御
自
筆
、
忠
宗
歟

天
承
元
年
六
月
十
五
日
自
見
合
了
、
本
字
極
狼
藉
也
、

此
記
年
来
之
内
、
自
人
人
手
□
分
半
分
、
其
議
可
披
露
、

而
此
本
併
或
人
出
夫

、　　
　
　
　
　
　
　

参
議

増
補
史
料
大
成
本
に
は
底
本
に
従
っ
て
Ⅰ
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
写
本
に
最
も

多
く
見
え
る
の
は
Ⅰ
の
頭
に
「
朱
了
」
等
を
加
え
た
Ⅱ
で
あ
る
。
Ⅱ
に
の
み
存
在
す

る
部
分
に
つ
い
て
も
判
読
困
難
な
文
字
が
多
い
。
Ⅲ
は
Ⅱ
の
一
部
を
除
い
た
も
の
だ

が
、
少
な
く
と
も
「
一
川
云
意
也
」「
洪
還
河
之
事
了
、
天
之
旨
然
也
」
に
つ
い
て

は
書
き
落
と
し
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
類
聚
雑
例
』
に
は
永
万
二
年
（
一
一
六
六
）
七
月
十
七
日
付
の
奥
書
Ⅳ

が
あ
る
。

　
　

永
万
二
年
七
月
十
七
日
、
以
入
道
本
書
了
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
筆
清
房　

交
了

　
　

此
両
巻
申
給
宇
治
左
大
臣
殿
御
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
写
之
云
々

　

後
半
（
追
記
の
可
能
性
も
あ
る
）
に
は
藤
原
頼
長
の
蔵
書
を
書
写
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、「
此
両
巻
」や
前
半
の「
入
道
」が
何
を
指
す
の
か
不
明
瞭
で
あ
る
。

奥
書
Ⅳ
に
つ
い
て
清
水
氏
は
、『
信
西（
通
憲
）入
道
蔵
書
目
録
』第
九
十
三
櫃
に「
源

大
丞
記
二
巻
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
頼
長
の
蔵
書
を
書
写
し
た
信
西
所
蔵
の
二
巻

が
現
在
『
類
聚
雑
例
』
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、『
信
西
（
通
憲
）
入
道
蔵
書
目
録
』
に
つ
い
て
田
島
公
氏
は
、
信
西
の
蔵
書

目
録
で
は
な
く
、
天
皇
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
庫
（
鳥
羽
の
宝
蔵
ま
た
は
平
安
宮
内

（
７
）

本
□
之

（
８
）
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の
天
皇
の
文
庫
）
の
蔵
書
目
録
を
信
西
が
借
用
し
て
書
写
し
た
も
の
に
、
信
西
の
死

後
に
没
収
さ
れ
た
そ
の
蔵
書
を
第
百
七
十
櫃
以
降
に
追
加
し
た
も
の
と
い
う
見
方
を

提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、「
源
大
丞
記
二
巻
」
は
天
皇
家
が
『
左
経
記
』
の

一
部
（「
源
大
丞
記
」
は
『
類
聚
雑
例
』
の
よ
う
な
部
類
記
で
は
な
く
日
次
記
の
書

名
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
「
源
大
丞
記
二
巻
」
＝
「
此
二
巻
」

と
い
う
理
解
に
は
疑
問
が
残
る
）
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
奥
書
Ⅳ
と
は
直

接
関
連
し
な
い
。「
入
道
」
が
信
西
で
は
な
い
場
合
、
永
万
二
年
に
存
命
で
そ
う
呼

ば
れ
得
る
人
物
と
し
て
は
、
藤
原
雅
教
（
家
政
の
子
、
師
通
の
孫
。
前
年
に
出
家
）、

藤
原
季
家
（
敦
兼
の
子
。『
兵
範
記
』
仁
安
元
〔
＝
永
万
二
〕
年
九
月
三
日
条
に
「
季

家
入
道
」
と
み
え
る
）、
近
年
ま
で
存
命
し
て
い
た
人
物
で
は
藤
原
忠
通
（
二
年
前

に
没
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
頼
長
と
の
関
係
を
踏
ま
え
る
と
、
雅
教
の
可
能
性
が
比
較

的
高
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
に
錯
簡
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
左
経
記
』（
一
六
〇-

〇
二
三
〇
）
長
元
七

年
秋
冬
冊
に
は
錯
簡
が
一
か
所
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
増
補
史
料
大
成
本
に
は
本
文
の

混
乱
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
し
く
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も

簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
長
元
七
年
秋
冬
冊
の
91
丁
に
は
「
入
内
及
秉
燭
」
～
「
僧
俗

退
出
」（
大
成
本
392
頁
下
段
５
～
６
行
）・
十
二
月
二
十
一
日
条
・
二
十
六
日
条
・
二

十
七
日
条
の
「
史
頼
政
始
結
政
申
文
」
ま
で
、
92
丁
に
は
「
其
外
人
々
」
～
「
奉
宣

旨
了
者
」（
大
成
本
392
頁
下
段
２
～
５
行
）・「
及
未
刻
」
～
「
自
偉
鍳
門
退
出
」（
大

成
本
393
頁
上
段
16
行
～
下
段
５
行
）・
十
二
月
十
九
日
条
・
十
二
月
二
十
日
条
の「
有

申
文
食
等
」
ま
で
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
丁
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
増
補
史
料
大
成
本
で
は
十
二
月
十
七
日
条
以
降
の
本
文
に
混
乱
が
生
じ

て
い
る
。
こ
の
錯
簡
が
古
写
本
で
あ
る
守
屋
本
で
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
守

屋
本
の
一
部
で
あ
る
佐
藤
道
生
氏
所
蔵
の
『
左
経
記
』
断
簡
か
ら
分
か
る
が
、
一
方

で
新
写
本
に
は
広
く
確
認
で
き
る
。
各
写
本
の
錯
簡
部
分
の
状
態
は
、
写
本
ど
う
し

の
関
係
や
錯
簡
が
生
じ
た
時
期
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

二
、『
左
経
記
』
諸
写
本
の
分
類

　

調
査
の
結
果
、『
左
経
記
』
諸
写
本
の
大
部
分
を
Ａ
～
Ｉ
の
九
群
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
分
類
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

１
、
内
題

　

諸
写
本
の
内
題
（
内
題
が
な
い
場
合
は
外
題
）
に
は
「
左
経
記
」
と
「
糸
束
記
」

の
二
種
が
あ
る
。ど
ち
ら
も
経
頼
の
日
記
の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、「
左
経
記
」

の
内
題
を
持
つ
諸
写
本
に
は
寛
仁
二
年
冬
の
末
に
奥
書
（
Ⅰ
～
Ⅲ
）
が
存
在
す
る
の

に
対
し
、「
糸
束
記
」
の
内
題
を
持
つ
諸
写
本
に
は
そ
れ
が
存
在
し
な
い
と
い
う
違

い
が
あ
る
。
ま
た
、「
左
経
記
」
は
ほ
と
ん
ど
が
寛
仁
元
年
秋
冬
か
ら
長
元
八
年
春

夏
が
揃
う
の
に
対
し
、「
糸
束
記
」
の
多
く
は
寛
仁
元
年
秋
冬
か
ら
万
寿
三
年
春
夏

の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
内
題
に
は
写
本
の
性
格
の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

２
、
構
成

　
「
左
経
記
」
に
は
『
類
聚
雑
例
』
を
含
む
も
の
（
Ａ
・
Ｃ
）
と
含
ま
な
い
も
の
（
Ｂ
・

Ｄ
～
Ｆ
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
糸
束
記
」
は
多
く
が
寛
仁
元
年
秋
冬
か
ら
万
寿
三
年

春
夏
（
Ｇ
）
だ
が
、
一
部
長
元
八
年
春
夏
ま
で
揃
う
も
の
（
Ｈ
）
が
あ
る
。

３
、
体
裁

　
「
左
経
記
」
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
行
の
字
数
・
一
丁
の
行
数
・
丁
替
わ
り
の
位

置
が
い
ず
れ
も
同
じ
群
が
存
在
す
る
（
Ａ
・
Ｂ
）。
ほ
か
に
も
追
加
さ
れ
た
部
分
や

錯
簡
が
共
通
す
る
群
（
Ｅ
）、
途
中
か
ら
親
本
が
「
糸
束
記
」
に
切
り
替
わ
る
群
（
Ｆ
）

が
あ
る
。「
糸
束
記
」
は
寛
仁
元
年
秋
冬
か
ら
万
寿
三
年
春
夏
の
群
（
Ｇ
）
の
大
部

分
が
共
通
の
体
裁
を
持
つ
。

　

以
下
、
各
群
に
属
す
る
写
本
の
番
号
、
所
蔵
機
関
、
請
求
記
号
等
、
冊
数
（
新
写

本
は
す
べ
て
冊
子
本
）、
印
記
等
（
印
記
は
書
き
込
ま
れ
た
数
字
も
含
め
て
す
べ
て

掲
げ
た
。
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
新
た
な
所
蔵
情
報
が
得
ら
れ
る
部
分
の
み
を
掲
げ

（
９
）

（
10
）

（
11
）
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た
）、
外
題
、
内
題
、
奥
書
（
Ⅰ
～
Ⅳ
は
第
一
章
と
対
応
）
を
掲
げ
る
。
な
お
、
末

尾
の
表
は
本
章
と
対
応
し
て
い
る
。

Ａ
【
類
聚
雑
例
を
含
む
「
左
経
記
」・
体
裁
が
共
通
す
る
も
の
】

①
国
立
国
会
図
書
館　

わ
二
一
〇
・
三-

五
一

［
冊
数
］
十
五
冊

［�

印
記
等
］
朱
印
「
東
京
書
籍
館
／
明
治
五
年
文
部
省
創
立
／
明
治
九
年
文
部
省
交

付
」、
ラ
ベ
ル
「
東
京
図
書
館
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記

［
奥
書
］
Ⅱ
Ⅳ

東
京
書
籍
館
以
前
の
旧
蔵
者
は
未
詳
。『
国
書
総
目
録
』「
国
会
（
一
五
冊
）」
に
あ

た
る
。

②
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
） 

一
六
〇-

〇
二
三
〇

［
冊
数
］
十
五
冊

［�

印
記
等
］朱
印「
松
山
文
庫
」「
乙
邸
内
庫
」「
秘
閣
図
書
之
章
」「
内
閣
文
庫
」「
日

本
政
府
図
書
」、
補
写
部
分
の
奥
書
に
校
正
担
当
者
の
朱
印
「
小
野
」「
男
澤
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記
（
補
写
部
分
は
経
頼
卿
記
）

［�

奥
書
］
Ⅰ
Ⅳ
。
第
一
・
十
五
冊
に
「
明
治
六
年
十
二
月
二
十
五
日
、
華
族
久
松
定

謨
献
之
」、
長
和
五
年
春
夏
・
治
安
二
年
秋
冬
・
万
寿
二
年
春
夏
・
万
寿
三
年
秋

冬
の
末
に
明
治
十
八
年
十
～
十
一
月
に
九
条
本
を
補
写
し
た
旨
の
奥
書
あ
り
。

増
補
史
料
大
成
本
の
底
本
。
伊
予
国
松
山
藩
主
久
松
（
松
平
）
家
か
ら
献
上
さ
れ
た

十
五
冊
に
、
太
政
官
修
史
局
に
お
い
て
九
条
本
四
巻
を
書
写
し
た
も
の
を
近
い
冊
に

綴
じ
込
ん
で
い
る
。数
か
所
落
丁
が
見
ら
れ
る
。『
国
書
総
目
録
』「
内
閣（
長
和
五
・

寛
仁
二-

四
・
万
寿
二
・
三
・
五
・
長
元
四
・
七
・
八
・
長
元
元-

九
雑
例
、
一
五

冊
）」
に
あ
た
る
。

③
静
嘉
堂
文
庫　

七
五
函
三
二
架

［
冊
数
］
十
二
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
静
嘉
堂
文
庫
」

外
題
・
内
題
・
奥
書
は
補
写
部
分
を
含
め
て
②
と
同
様
で
、筆
蹟
も
酷
似
し
て
い
る
。

た
だ
し
「
松
山
文
庫
」
以
下
の
印
記
や
補
写
部
分
の
校
正
担
当
者
の
印
が
な
い
こ
と

か
ら
模
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
内
題
に
は
一
～
十
五
の
番
号
が
付
さ
れ
て
い

る
が
二
と
三
、四
と
五
、十
四
と
十
五
を
合
冊
し
て
い
る
た
め
冊
数
は
十
二
冊
と
な
っ

て
い
る
。『
国
書
総
目
録
』「
静
嘉
（
長
和
五-

長
元
八
、
一
二
冊
）」
に
あ
た
る
。

④
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

四
三
七
三-

二
一

［
冊
数
］
十
五
冊

［�

印
記
等
］
朱
印
「
昭
和
39
年
２
月
18
日
購
入
」「
東
京
大
学
図
書
」「
史
料
編
纂
所

図
書
之
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記

［�

奥
書
］
Ⅱ
Ⅳ
。
第
八
冊
に
「
左
経
記
万
寿
三
年
／
校
合
方
保
／
書
写
重
直
」、
第

十
冊
に
「
左
経
記
長
元
々
年
下
／
紙
数
五
七
十
枚
／
写
奉
富
／
校
家
親
」、
第
十

一
冊
に
「
左
経
記
長
元
四
年
上
／
墨
付
五
拾
七
枚
／
書
功
孝
盛
／
校
合
義
勝
」、

第
十
五
冊
に
「
左
経
記
凶
事
方
部
類
／
校
合
家
親
／
書
写
義
勝
」。

書
写
・
校
合
者
の
名
前
は
見
え
る
も
の
の
、
旧
蔵
者
は
未
詳
。『
国
書
総
目
録
』「
東

大
史
料

（
一
五
冊
）」
に
あ
た
る
。

⑤
京
都
大
学
附
属
図
書
館　

平
松
・
三
・
サ-

一

［
冊
数
］
十
五
冊

［�
印
記
等
］
紫
印
「146456

／
大
正
３
・
11
・
５
」、
朱
印
「
京
都
帝
国
大
学
図
書

之
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
等
］
Ⅱ
Ⅳ
。
第
六
・
九
・
十
冊
に
「
一
校
了
」。

平
松
家
旧
蔵
。『
国
書
総
目
録
』「
京
大
（
一
五
冊
）」
に
あ
た
る
。
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⑥
東
山
御
文
庫　

勅
封
三-

三

［
冊
数
］
十
五
冊

［
印
記
等
］
印
「
明
暦
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅱ
Ⅳ

す
べ
て
の
冊
に
後
西
天
皇
の
蔵
書
印
「
明
暦
」
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
に
天
皇
家
の

所
蔵
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
寛
仁
三
年
秋
冬
は
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
の
謄
写
本
『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
』（
請
求
記
号
二
〇
〇
〇-

一
）

に
含
ま
れ
て
お
り
（『
国
書
総
目
録
』「
東
大
史
料

（
寛
仁
三
、
京
都
御
所
東
山
御
文

庫
記
録
甲
三
）」）、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
（
狩
野
文
庫
）
所
蔵
の
一
冊
（
請
求
記

号
三-

二
六
三
五
五-

一
、『
国
書
総
目
録
』「
東
北
大
狩
野

（
寛
仁
三
）」）
は
こ
れ
を

も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
国
書
総
目
録
』
に
は
「
東
山
御
文
庫
（
寛

仁
三
）」
と
の
み
あ
る
が
、
謄
写
本
の
情
報
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

①
～
⑥
は
一
行
の
字
数
（
冊
に
よ
っ
て
多
少
の
差
あ
り
）・
行
数
（
半
丁
あ
た
り

八
行
）、
丁
替
わ
り
の
箇
所
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
校
訂
や
首
書
に
違
い
は
み
ら

れ
る
も
の
の
同
じ
種
類
の
写
本
と
言
え
る
。長
元
七
年
の
錯
簡
の
状
態
も
一
致
す
る
。

Ｂ
【
類
聚
雑
例
を
含
ま
な
い
「
左
経
記
」・
体
裁
が
Ａ
と
共
通
】

⑦
宮
内
庁
書
陵
部　

三
五
〇-

二
三
六

［
冊
数
］
十
四
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
鷹
司
蔵
書
記
」「
宮
内
省
図
書
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅱ

鷹
司
家
旧
蔵
。『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に
よ
れ
ば
江
戸
中
期
写
。

⑧
宮
内
庁
書
陵
部　

三
五
三-

一
七
二

［
冊
数
］
十
四
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
図
書
寮
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
等
］
Ⅱ
。
第
六
・
九
冊
に
「
一
校
了
」。

桂
宮
家
旧
蔵
。『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に
よ
れ
ば
江
戸
中
期
写
。

⑨
宮
内
庁
書
陵
部　

葉-

一
〇
六
四

［
冊
数
］
十
三
冊　

※
長
元
元
年
秋
冬
を
欠
く

［
印
記
等
］
朱
印
「
葉
室
庫
」「
頼
重
」「
宮
内
省
図
書
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記

［�

奥
書
等
］
第
六
冊
に
「
一
校
了
」。
第
二
～
四
・
七
～
十
三
冊
は
内
表
紙
に
「
一

校
了
」。

葉
室
家
旧
蔵
。
最
も
古
い
印
記
は
頼
重
（
一
六
六
九
～
一
七
〇
五
）
の
も
の
。『
和

漢
図
書
分
類
目
録
』
に
よ
れ
ば
江
戸
中
期
写
。『
国
書
総
目
録
』「
宮
書
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
三
冊
）」
に
あ
た
る
。

⑩
国
立
公
文
書
館　

内
閣
文
庫
一
六
〇-

〇
二
二
〇

［
冊
数
］
十
四
冊

［�

印
記
等
］朱
印「
図
書
局
文
庫
」（
消
印
あ
り
）「
教
部
省
文
庫
印
」「
太
政
官
文
庫
」

「
内
一
二
五
六
九
号
」「
日
本
政
府
図
書
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
等
］
Ⅱ
。
第
六
・
九
冊
に
「
一
校
了
」。

教
部
省
以
前
の
旧
蔵
者
は
未
詳
。『
国
書
総
目
録
』「
内
閣（
寛
仁
元-

四
・
万
寿
二
・

三
・
長
元
元
・
四
・
七
・
八
、
一
四
冊
）」
に
あ
た
る
。

⑪
尊
経
閣
文
庫　

目
録
五
一
四
頁
一
三
行

［
冊
数
］
三
冊
（
長
元
元
年
秋
冬
・
長
元
七
年
・
長
元
八
年
）

［
印
記
等
］
朱
印
「
万
里
蔵
書
」「
尚
房
」「
竹
芭
桜
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
な
し

（
12
）

（
13
）
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万
里
小
路
家
旧
蔵
。
尚
房
（
一
六
八
二
～
一
七
二
四
）
の
印
記
を
含
む
。
小
口
に
そ

れ
ぞ
れ
「
左
経
記
六
」「
左
経
記
十
」「
左
経
記
十
一
」
と
あ
る
の
で
、
本
来
は
十
一

冊
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
新
写
本
で
唯
一
長
元
七
年
の
錯
簡
が
み

ら
れ
な
い
が
、
内
容
は
Ａ
・
Ｂ
の
諸
写
本
と
同
様
の
た
め
特
に
古
い
も
の
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
も
と
も
と
あ
っ
た
錯
簡
が
直
さ
れ
た
か
。『
国
書
総
目
録
』「
尊
経
（
長
元

元
・
七
・
八
、
三
冊
）」
に
あ
た
る
。

⑫
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

貴
一
一-

一
五

［
冊
数
］
十
冊

［
印
記
等
］
印
「
三
条
西
」「
史
料
編
纂
所
備
本
」「
史
料
編
纂
所
図
書
之
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅱ

三
条
西
家
旧
蔵
。
冊
を
下
る
ご
と
に
損
傷
が
ひ
ど
く
な
り
、
長
元
元
年
七
月
四
日
条

の
途
中
以
降
は
失
わ
れ
て
い
る
。『
国
書
総
目
録
』
補
遺
「
東
大
史
料

一
〇
冊
」
に
あ

た
る
。

⑬
京
都
大
学
附
属
図
書
館　

五-

〇
四
・
サ
・
九

［
冊
数
］
八
冊

［�

印
記
等
］
紫
印
「58032

／
39
・
６
・
５
」、
朱
印
「
久
世
蔵
書
」「
源
通
理
章
」「
通

理
」「
字
子
正
」「
京
都
帝
国
大
学
図
書
之
印
」、
ラ
ベ
ル
「
久
世
子
爵
蔵
書
章
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記

［�

奥
書
］Ⅱ
。第
一
冊
に「
借
請
久
我
家
本
書
写
以
他
本
校
合

、天
保
五
年
四
月
三
日（
花

押
：
久
世
通
理
）」。
第
二
～
八
冊
に
も
同
じ
主
旨
の
奥
書
あ
り
。

久
世
家
旧
蔵
本
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
通
理
が
久
我
家
所
蔵
本
（
今
回
の
調
査
で
は
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
）
を
借
り
て
書
写
し
た
も
の
。『
国
書
総
目
録
』「
京

大
（
寛
仁
元-

四
・
万
寿
二
・
三
・
長
元
元
・
四
・
七
・
八
、
一
二
巻
八
冊
）」
に
あ

た
り
、
か
つ
て
巻
子
装
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
長
元
七
年
の
錯
簡
部
分
に
は
朱
書
「
後
」

「
前
」
を
付
す
。

⑭
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
古
典
籍
室　

三
二
三-

二
二

［
冊
数
］
十
二
冊　

※
寛
仁
四
年
春
夏
秋
冬
を
欠
く

［
印
記
等
］
朱
印
「
昨
非
庵
蔵
書
記
」「
大
阪
図
書
館
」「
大
阪
図
書
館
蔵
書
之
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅱ

『
国
書
総
目
録
』「
大
阪
府
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
二
冊
）」
に
あ
た
る
。

⑮
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
（
吉
田
文
庫
）　

吉
六
四-

一
〇

［
冊
数
］
十
四
冊

［�

印
記
等
］
印
「
天
理
図
書
館
／656048

～656061

／
昭
和
四
三
年
三
月
十
一
日
」

「
□
□
」「
吉
田
文
庫
」「
緑
□
□
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅱ
（
た
だ
し
「
朱
了
」
は
な
し
）

吉
田
文
庫
旧
蔵
。『
国
書
総
目
録
』
補
遺
「
天
理
吉
田

寛
仁
元-

長
元
八
、
一
四
冊
」

に
あ
た
る
。

　

以
上
の
各
写
本
も
、
一
行
の
字
数
・
行
数
、
丁
替
わ
り
の
箇
所
が
Ａ
と
ほ
ぼ
一
致

し
、
長
元
七
年
の
錯
簡
の
状
態
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
⑨
の
み
は
ほ
ぼ
同
じ
体
裁

の
も
の
を
89
丁
↓�

92
丁
↓�

90
丁
↓�

91
丁
↓�

93
丁
と
並
べ
替
え
た
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
錯
簡
を
直
す
際
に
混
乱
し
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｃ
【
類
聚
雑
例
を
含
む
「
左
経
記
」・
体
裁
が
Ａ
と
異
な
る
】

⑯
宮
内
庁
書
陵
部　

二
一
七-

四
一
三

［
冊
数
］
十
五
冊

［
印
記
等
］
印
「
藤
波
家
蔵
書
」「
帝
室
図
書
之
章
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記

［�

奥
書
］
Ⅲ
Ⅳ
。
第
二
冊
に
「
文
化
三
年
丁
卯
端
午
後
一
日
再
校　

季
忠
」。
第
四
・

五
・
六
・
七
・
八
・
九
・
十
・
十
一
冊
に
も
同
じ
主
旨
の
文
化
三
～
五
年
の
奥
書

（
14
）

（
一
八
三
四
）

〔
朝
臣
ヵ
〕

〔
簀
ヵ
〕

（
一
八
〇
六
）
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あ
り
。

伊
勢
祭
主
藤
波
家
旧
蔵
。藤
波
季
忠
が
校
訂
を
行
っ
て
い
る
。『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』

に
よ
れ
ば
江
戸
初
期
写
。
第
一
冊
の
本
文
冒
頭
に
「
後
一
条
院
」「
経
頼
于
時
蔵
人

左
少
弁
三
十
一

」
と
い
う
朱
書
が
あ
り
、
奥
書
Ⅲ
を
持
つ
の
が
特
徴
。
一
行
の
字
数

は
Ａ
の
各
写
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
冊
が
多
い
が
、
寛
仁
二
年
冬
・
寛
仁
三
年
春

夏
・
寛
仁
四
年
秋
冬
は
や
や
異
な
る
。
ま
た
す
べ
て
の
冊
が
半
丁
あ
た
り
十
二
行
で

あ
る
た
め
、
Ａ
と
は
体
裁
が
異
な
っ
て
い
る
。
長
元
七
年
の
錯
簡
部
分
は
、
錯
簡
が

あ
る
字
の
並
び
の
ま
ま
書
写
さ
れ
て
い
る
。

⑰
宮
内
庁
書
陵
部　

二
六
四-

七
五
九

［
冊
数
］
十
五
冊

［�

印
記
等
］
朱
印
「
庭
田
蔵
書
」「
宮
内
省
図
書
印
」、
ラ
ベ
ル
「
皇
典
講
究
所
図
書

標
箋
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［�

奥
書
等
］
Ⅱ
Ⅳ
。
第
一
～
五
・
十
・
十
一
冊
に
「
一
校
了
」。
第
十
五
冊
に
「
右

一
冊
者
、
依
内
院
仰
、
以
官
本
令
模
写
畢
、
寛
延
二
年
十
二
月　

皇
太
后
宮
権
大

夫
源
朝
臣
」。

庭
田
家
旧
蔵
。皇
典
講
究
所
所
蔵
の
の
ち
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
た
。「
類
聚
雑
例
」は
、

奥
書
に
よ
れ
ば
「
内
院
」
の
命
に
よ
り
庭
田
重
煕
が
官
本
（
東
山
御
文
庫
本
か
）
を

模
写
し
た
も
の
。そ
れ
以
前
は
十
四
冊
の「
左
経
記
」（
Ｄ
）で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
は
全
体
を
庭
田
重
煕
写
と
す
る
。『
国
書
総
目
録
』

「
宮
書
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
寛
延
二
庭
田
重
煕
写
一
五
冊
）」
に
あ
た
り
、
類
聚
雑

例
の
項
に
も
「
宮
書
（
左
経
記
類
聚
雑
例
、
寛
延
二
庭
田
重
煕
写
）」
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
長
元
七
年
の
錯
簡
部
分
は
錯
簡
が
あ
る
字
の
並
び
の
ま
ま
書
写
さ
れ

て
い
る
。

Ｄ
【
類
聚
雑
例
を
含
ま
な
い
「
左
経
記
」・
体
裁
が
Ａ
と
異
な
る
】

⑱
神
宮
文
庫　

一
三
八
九

［
冊
数
］
十
四
冊

［�

印
記
等
］
朱
印
「
宮
崎
文
庫
」「
神
宮
文
庫
」「
延
経
之
印
」「
度
会
神
主
」、
ラ
ベ

ル
「
神
宮
文
庫
」

［
外
題
］
左
経
記　

参
議
左
大
弁
経
頼
卿
記　

一
名
糸
束
記　

［
内
題
］
な
し

［�

奥
書
］
Ⅲ
。
第
十
四
冊
に
「
左
経
記
源
経
頼
卿
記

十
四
冊
、
以
二
位
総
官
御
家
蔵
之

本
写
之
、
奉
納
豊
宮
崎
文
庫
、
聊
為
報
洪
太
之
神
恩
也
、
宝
永
七
年
十
二
月
朔
日

　

豊
受
太
神
宮
権
禰
宜
度
会
神
主
延
経
」。

豊
宮
崎
文
庫
旧
蔵
。
度
会
（
出
口
）
延
経
の
書
写
。
奥
書
に
よ
れ
ば
⑯
が
親
本
か
。

こ
れ
は
奥
書
Ⅲ
を
持
つ
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
が
、
体
裁
は
⑯
と
は
異
な
る
。『
国
書

総
目
録
』「
神
宮
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
四
冊
）」
に
あ
た
る
。
長
元
七
年
の
錯
簡

部
分
は
錯
簡
が
あ
る
字
の
並
び
の
ま
ま
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
十
九
日
条
・
二
十
日

条
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
日
条
・
三
十
日
条
と
さ
れ
て
い
る
。

⑲
神
宮
文
庫　

一
三
九
〇

［
冊
数
］
十
三
冊　

※
長
元
七
年
秋
冬
を
欠
く

［�

印
記
等
］
朱
印
「
宇
治
文
殿
」「
守
□
」「
林
崎
文
庫
」「
神
宮
教
院
」、
ラ
ベ
ル
「
神

宮
文
庫
」、
表
紙
に
「
皇
太
神
宮
神
蔵
」
の
墨
書
あ
り
。

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅲ

林
崎
文
庫
お
よ
び
神
宮
教
院
旧
蔵
。
各
冊
の
表
紙
に
『
史
籍
年
表
』
と
の
照
合
結
果

を
記
す
。『
国
書
総
目
録
』「
神
宮
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
三
冊
）」
に
あ
た
る
。
奥

書
Ⅲ
を
持
ち
、
⑱
と
同
じ
く
⑯
が
親
本
で
あ
ろ
う
か
。
体
裁
は
⑯
⑱
い
ず
れ
と
も
異

な
る
。

⑳
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

特
九
二
七-

三
七-

一
～
一
一
・
一
三
・
一
四
・
一
六

［
冊
数
］
十
四
冊

（
一
七
四
九
）

（
15
）

（
一
七
一
〇
）
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［�
印
記
等
］朱
印「
滋
野
井
文
庫
」「
公
澄
」「
京
都
府
立
図
書
館
印
」「
購
入
42
・
４
・

５
」「
京
図
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅱ

滋
野
井
家
旧
蔵
。
最
も
古
い
印
記
は
公
澄
（
一
六
七
〇
～
一
七
五
六
）
の
も
の
。『
国

書
総
目
録
』「
京
都
府
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
七
冊
）」
の
う
ち
十
四
冊
に
あ
た
り
、

他
三
冊
（
㊸
㊹
㊽
）
と
同
じ
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
印
記
や
体
裁
か
ら
本
来
の

一
具
は
こ
の
十
四
冊
と
判
断
で
き
る
。
長
元
七
年
の
錯
簡
部
分
は
錯
簡
が
あ
る
字
の

並
び
の
ま
ま
書
写
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
【
冒
頭
に
経
頼
の
略
歴
の
あ
る
「
左
経
記
」】

㉑
宮
内
庁
書
陵
部　

二
五
五-

一
八

［
冊
数
］
十
二
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
新
宮
城
書
蔵
」「
乙
之
三
番
」「
明
治
十
八
年
改
」「
図
書
寮
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記

［
奥
書
］
Ⅲ

桂
宮
家
お
よ
び
紀
伊
国
新
宮
城
城
主
水
野
忠
央
旧
蔵
。『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に

よ
れ
ば
江
戸
中
期
写
。『
国
書
総
目
録
』「
宮
書
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
二
冊
）」
に

あ
た
る
。
体
裁
は
Ａ
・
Ｂ
と
異
な
り
、
長
元
七
年
の
錯
簡
部
分
は
錯
簡
が
あ
る
字
の

並
び
の
ま
ま
書
写
さ
れ
て
い
る
。

㉒
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

徳
大
寺
〇
四-

〇
一-

〇
二
～
一
四

［
冊
数
］
十
三
冊　

※
寛
仁
二
年
春
夏
を
欠
く

［
印
記
等
］
朱
印
「
徳
大
寺
蔵
」「
公
迪
□
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記

［
奥
書
］
Ⅲ

徳
大
寺
家
旧
蔵
。
公
迪
（
一
七
七
一
～
一
八
一
一
）
の
印
記
を
含
む
。
寛
仁
元
年
八

月
記
の
抜
書
一
冊
（
表
題
「
左
経
記　

寛
仁
元
年
八
月
九
日
立
坊
」、
徳
大
寺
〇
四-

〇
一-

〇
一
）
と
同
じ
帙
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
体
裁
は
㉑
と
同
様
。

㉓
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
東
京
誌
料
）　

東
九
一
三
二-

五

［
冊
数
］
八
冊

［�

印
記
等
］
印
「
東
京
誌
料
東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
／23785

～23792

／
昭
32
・

１
・
17
」「
明
治
41
・
２
・
28
寄
贈
」、
朱
印
「
貫
主
大
王
令
旨
不
可
漫
出
門
外
東

叡
山
開
山
堂
蔵
本
」「
発
願
偏
羅
和
漢
典
籍
蔵
之
文
庫
以
報
四
恩
後
司
職
之
人
若

有
補
遺
時
以
聞
為
義
厳
記
」「
東
叡
山
開
山
堂
司
職
真
如
院
十
有
四
世
蓮
華
金
剛

義
厳
収
蔵
之
」「
福
羽
」「
東
京
誌
料
」「
東
京
誌
料
／
福
羽
逸
人
寄
贈
」「
東
京
市

日
比
谷
図
書
館
蔵
書
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記

［
奥
書
］
Ⅲ

寛
永
寺
開
山
堂
お
よ
び
福
羽
美
静
（
一
八
三
一
～
一
九
〇
七
）
旧
蔵
。
寛
永
寺
真
如

院
十
四
世
義
厳
の
印
記
も
含
む
。『
国
書
総
目
録
』「
日
比
谷
東
京

（
二
〇
巻
八
冊
）」

に
あ
た
り
、巻
子
装
時
の
番
号
も
見
ら
れ
る
。長
元
元
年
八
月
二
十
九
日
条
が
第
四
・

五
冊
、
長
元
七
年
九
月
二
十
八
日
条
が
第
六
・
七
冊
に
分
か
れ
る
と
い
う
特
殊
な
冊

構
成
と
な
っ
て
い
る
。
書
写
の
体
裁
は
㉑
と
同
様
。

　

こ
の
群
は
、
寛
仁
元
年
秋
冬
冒
頭
に
経
頼
の
略
歴
を
記
し
た
一
丁
が
存
在
す
る
、

奥
書
Ⅲ
を
も
つ
、
長
元
八
年
二
月
三
日
条
の
途
中
（「
有
外
記
催
以
乎
」
の
後
）
に

同
年
三
月
十
日
～
五
月
五
日
の
目
録
が
混
入
し
、
そ
の
後
五
行
ほ
ど
空
け
て
残
り
の

二
月
三
日
条
が
続
く
、
と
い
う
共
通
の
特
徴
を
持
つ
。
奥
書
Ⅲ
が
⑯
⑱
⑲
に
も
見
え

る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
㉑
～
㉓
の
本
文
に
混
入
し
て
い
る
長
元
八
年
の
目

録
は
ち
ょ
う
ど
⑯
の
一
丁
分
（
目
録
の
第
二
丁
）
に
あ
た
り
、
⑯
と
同
様
の
体
裁
で

錯
簡
が
生
じ
て
い
た
も
の
を
親
本
に
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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Ｆ
【
途
中
か
ら
糸
束
記
に
変
化
す
る
「
左
経
記
」】

㉔
筑
波
大
学
附
属
中
央
図
書
館　

ヨ
二
一
六-

一
四

［
冊
数
］
十
三
冊

［�

印
記
等
］
印
「
東
京
高
等
師
範
学
校
第
二
八
四
三
号
一
三
冊
」、
朱
印
「
東
京
師

範
学
校
図
書
印
」「
東
京
高
等
師
範
学
校
図
書
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記
（
第
十
二
冊
の
み
糸
束
記
）

［
奥
書
］
第
九
冊
に
「
私
、
十
月
四
日
以
後
以
他
本
写
加
之
」。

最
も
古
い
印
記
は
東
京
師
範
学
校
（
一
八
七
三
～
一
八
八
六
）
の
も
の
。『
国
書
総

目
録
』「
教
大
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
三
冊
）」
に
あ
た
る
。
長
元
元
年
十
月
三
日

ま
で
は
Ａ
・
Ｂ
と
同
じ
体
裁
、そ
れ
以
降
は
㊲
と
同
じ
体
裁
で
、途
中
で
親
本
が「
左

経
記
」
か
ら
「
糸
束
記
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
長
元
七
年
の
錯
簡
部
分

は
錯
簡
が
あ
る
字
の
並
び
の
ま
ま
日
付
順
に
組
み
替
え
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

㉕
宮
内
庁
書
陵
部　

二
五
九-

一
三
八

［
冊
数
］
八
冊　

※
第
八
冊
は
類
聚
雑
例

［
印
記
等
］
朱
印
「
禰
家
蔵
書
」「
諸
陵
寮
之
章
」「
図
書
寮
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記
（
第
七
冊
の
み
糸
束
記
）

［�

奥
書
等
］
Ⅱ
。
第
五
冊
に
「
私
、
十
月
四
日
以
後
以
他
本
写
加
了
」。
第
八
冊
に

Ⅳ
お
よ
び
「
一　

左
経
記
八
／
此
□
紙
数
六
十
三
枚
／
七
月　

林
□
□
／
代
理
池

亀
良
□
／
校
合
□
□
□
□
」
の
貼
紙
あ
り
。
ま
た
、
第
三
～
五
冊
の
内
表
紙
に
は

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
書
写
・
校
合
の
朱
書
あ
り
。

小
槻
家
旧
蔵
。
た
だ
し
第
八
冊
に
は
「
禰
家
蔵
書
」
印
が
見
え
ず
貼
紙
で
書
写
・
校

合
者
の
氏
名
を
記
す
た
め
、「
類
聚
雑
例
」
は
補
写
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
国
書

総
目
録
』「
宮
書
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
元
禄
四
小
槻
季
連
写
八
冊
、
類
聚
雑
例
を
付

す
）」
に
あ
た
る
。
第
一
～
七
冊
の
体
裁
は
㉔
と
同
様
。

㉖
宮
内
庁
書
陵
部　

二
六
二-

二
五

［�

冊
数
］
六
冊　

※
寛
仁
三
年
秋
冬
・
寛
仁
四
年
秋
冬
・
万
寿
二
年
秋
冬
・
万
寿
三

年
春
夏
を
欠
く

［
印
記
等
］
朱
印
「
図
書
寮
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記
（
第
六
冊
の
み
糸
束
記
）

［
奥
書
］
な
し

体
裁
は
㉔
と
同
様
。

㉗
東
京
大
学
附
属
駒
場
図
書
館
（
一
高
文
庫
）　

三-

い-

一
二
八

［
冊
数
］
十
三
冊

［�

印
記
等
］「
賀
茂
書
籍
講
」「
第
一
高
等
中
学
校
図
書
」「
第
一
高
等
中
学
校
図
書

閲
覧
室
用
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し
（
第
十
二
冊
の
み
糸
束
記
）

［
奥
書
］
Ⅱ
。
第
九
冊
に
「
私
、
十
月
四
日
以
後
以
他
本
写
加
之
」。

第
一
高
等
中
学
校
（
一
八
八
六
～
一
八
九
四
）
の
印
記
を
含
む
。
体
裁
は
㉔
と
同
様
。

Ｇ
【
万
寿
三
年
ま
で
の
「
糸
束
記
」】

㉘
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）　

一
六
〇-

〇
一
九
九

［
冊
数
］
四
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
和
学
講
談
所
」「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
明
治
十
三
年
購
求
」

「
日
本
政
府
図
書
」、
ラ
ベ
ル
「
内
務
省
図
書
」

［
外
題
］
糸
束
記　

［
内
題
］
な
し

［�
奥
書
等
］
第
二
冊
の
末
に
「
忠
韶
云
、
秘
庫
御
本
ヲ
拝
観
ス
ル
ニ
巻
三
初
二
葉
コ

ノ
処
ニ
ア
リ
」、
第
三
冊
冒
頭
に
「
忠
韶
云
、
此
二
葉
第
二
ノ
末
ニ
入
ヘ
キ
モ
ノ

ナ
リ
、
秘
庫
本
ニ
ヨ
ル
」
の
朱
書
あ
り
。

和
学
講
談
所
旧
蔵
。
朱
書
は
、
塙
忠
韶
の
指
摘
と
し
て
第
三
冊
の
初
め
二
丁
（
寛
仁

四
年
春
夏
の
目
録
に
あ
た
る
）
が
第
二
冊
（
寛
仁
二
年
春
夏
冬
・
寛
仁
三
年
秋
冬
）

の
末
に
あ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
こ
れ
は
㉙
を
参
照
し
た
上
で
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。

『
国
書
総
目
録
』「
内
閣
（
寛
仁
元
・
四
・
万
寿
二
・
三
、
四
冊
本
二
部
）」
の
う
ち
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の
一
部
に
あ
た
る
。

㉙
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）　

特
〇
二
四-

〇
〇
一
五

［
冊
数
］
四
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
秘
閣
図
書
之
章
」、
ラ
ベ
ル
「
太
政
官
文
庫
」

［
外
題
］
糸
束
記　

［
内
題
］
糸
束
記

［
奥
書
］
な
し

第
二
冊
（
寛
仁
二
年
春
夏
冬
・
寛
仁
三
年
秋
冬
）
の
末
に
寛
仁
四
年
春
夏
の
目
録
が

混
入
す
る
。『
国
書
総
目
録
』「
内
閣（
寛
仁
元
・
四
・
万
寿
二
・
三
、四
冊
本
二
部
）」

の
う
ち
の
一
部
に
あ
た
る
。

㉚
国
立
国
会
図
書
館　

Ｗ
九
九
六-

Ｎ
一
二
一
六

［
冊
数
］
五
冊

［�

印
記
等
］
朱
印
「
白
河
」「
楽
亭
文
庫
」「
桑
名
」「
桑
名
文
庫
」「
立
教
館
図
書
印
」

「
明
治
九
年
書
籍
館
明
治
五
年
文
部
省
創
立
」、
ラ
ベ
ル
「
東
京
図
書
館
」

［
外
題
］
糸
束
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
な
し

陸
奥
白
河
藩
主
松
平
家
旧
蔵
。
の
ち
領
地
替
え
に
伴
い
松
平
定
信
と
と
も
に
伊
勢
桑

名
藩
に
移
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

㉛
東
洋
文
庫　

三
Ｈ
ａ
へ
五

［
冊
数
］
四
冊

［
印
記
等
］
印
「
子
孫
永
保
／
雲
煙
家
蔵
書
記
」

［
外
題
］（
帙
に
）
糸
束
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
な
し

安
西
雲
煙
（
一
八
〇
七
～
一
八
五
二
）
旧
蔵
。
㉙
と
同
様
、
第
二
冊
の
末
に
寛
仁
四

年
春
夏
の
目
録
が
混
入
す
る
。『
国
書
総
目
録
』「
東
洋
岩
崎（

寛
仁
元-

四
・
万
寿
二
・

三
、
四
冊
）」
に
あ
た
る
。

㉜
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
（
河
村
文
庫
）　

河
シ-

七
七

［
冊
数
］
四
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
河
村
家
蔵
」「
帝
立
名
古
屋
図
書
館
蔵
書
印
」

［
外
題
］
糸
束
記　

［
内
題
］
糸
束
記

［
奥
書
］
な
し

河
村
秀
根
（
一
七
二
三
～
一
七
九
二
）
旧
蔵
。『
国
書
総
目
録
』「
鶴
舞
（
寛
仁
元-

万
寿
三
、
四
冊
）」
に
あ
た
る
。

㉘
～
㉜
は
い
ず
れ
も
一
行
十
五
字
、
半
丁
あ
た
り
十
一
行
で
ほ
ぼ
同
様
の
体
裁
。

㉝
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）　

ヤ
三
二
七-

一
四
一

［
冊
数
］
五
冊

［
印
記
等
］
印
「
秦
山
書
蔵
」「
山
内
文
庫
」（
二
種
）「
高
知
県
立
図
書
館
蔵
書
印
」

［
外
題
］
糸
束
記　

［
内
題
］
糸
束
記

［
奥
書
］
な
し

谷
秦
山
（
一
六
六
三
～
一
七
一
八
）
お
よ
び
山
内
文
庫
旧
蔵
。
㉘
～
㉜
と
は
体
裁
が

異
な
る
。

※
以
下
は
「
糸
束
記
」
の
内
題
を
持
た
な
い
が
、
構
成
や
体
裁
か
ら
Ｇ
に
属
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

㉞
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）　

特
〇
二
四-

〇
〇
一
二

［
冊
数
］
八
冊

［�

印
記
等
］朱
印「
秘
閣
図
書
之
章
」「
内
閣
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」、ラ
ベ
ル「
太

政
官
文
庫
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［�

奥
書
等
］
第
一
冊
に
「
右
経
頼
卿
記
凡
十
四
冊

、
以
傭
筆
令
書
写
一
校
之
処
、
不
審

之
事
等
甚
多
、
猶
後
日
以
他
本
可
令
改
正
者
也
、
于
時
元
禄
第
四
初
夏
廿
五
夜
、

左
近
衛
権
中
将
藤
原
定
基
」。
第
一
・
三
・
五
・
八
冊
に
一
校
の
書
込
あ
り
。

野
宮
定
基
に
よ
る
書
写
。『
国
書
総
目
録
』「
内
閣
（
寛
仁
元
・
四
・
万
寿
二
・
三
、

（
一
六
九
一
）
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八
冊
）」
に
あ
た
る
。
一
行
十
八
字
、
半
丁
あ
た
り
十
二
行
で
㉘
～
㉜
・
㉝
い
ず
れ

と
も
体
裁
は
異
な
る
が
、
万
寿
三
年
ま
で
で
あ
る
こ
と
、
寛
仁
二
年
冬
の
奥
書
を
持

た
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｇ
に
属
す
る
写
本
と
判
断
し
た
。

㉟
尊
経
閣
文
庫　

目
録
五
一
四
頁
一
二
行

［
冊
数
］
五
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
白
河
」「
楽
亭
文
庫
」「
桑
名
」「
立
教
館
図
書
印
」「
第
七
家
記
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
な
し

印
記
や
体
裁
が
㉚
と
共
通
し
、
松
平
定
信
は
同
様
の
写
本
を
二
組
所
蔵
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
が
定
信
の
も
と
で
書
写
さ
れ
た
も
の
か
。『
国
書

総
目
録
』「
尊
経
（
寛
仁
元
・
二
・
四
・
万
寿
三
、
五
冊
）」
に
あ
た
る
。

Ｈ
【
長
元
八
年
ま
で
の
「
糸
束
記
」】

㊱
国
立
国
会
図
書
館　

Ｗ
二
一
五-

一
一

［
冊
数
］
一
冊

［�

印
記
等
］
朱
印
「
陸
軍
文
庫
」「
廉
貞
斎
蔵
書
」「
直
□
之
印
」「
国
立
国
会
図
書

館
蔵
書
／
51
・
11
・
15
／1089485

」、
ラ
ベ
ル
「
陸
軍
文
庫
」（
抹
消
）

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
糸
束
記

［
奥
書
］
な
し

陸
軍
文
庫
旧
蔵
。
内
題
に
よ
っ
て
寛
仁
元
～
四
年
、
万
寿
二
・
三
年
、
長
元
元
年
、

長
元
四
年
、
長
元
七
・
八
年
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
区
分
は
㊲
の
五
冊

と
対
応
す
る
。
た
だ
し
体
裁
は
㊲
と
は
異
な
る
。
長
元
七
年
の
錯
簡
部
分
は
錯
簡
が

あ
る
字
の
並
び
の
ま
ま
書
写
さ
れ
て
い
る
。

㊲
大
和
文
華
館　

一-

一
三
七
四
～
一
三
七
八

［
冊
数
］
五
冊

［
印
記
等
］
印
「
榊
文
庫
」「
尚
褧
舎
蔵
」「
大
和
文
華
館
図
書
之
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
糸
束
記

［
奥
書
］
な
し

鈴
鹿
連
胤
（
一
七
九
五
～
一
八
七
一
）
お
よ
び
鈴
鹿
文
庫
旧
蔵
。
長
元
元
年
十
月
四

日
以
降
は
Ｆ
と
ま
っ
た
く
同
じ
体
裁
。『
国
書
総
目
録
』「
鈴
鹿（
五
冊
）」に
あ
た
る
。

Ｉ
【
そ
の
他
「
糸
束
記
」】

㊳
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）　

一
六
〇-

〇
二
〇
〇

［
冊
数
］
一
冊
（
寛
仁
四
年
春
夏
秋
冬
）

［
印
記
等
］
朱
印
「
書
籍
館
印
」「
浅
草
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」

［
外
題
］
糸
束
記　

［
内
題
］
糸
束
記

［
奥
書
］
な
し

他
の
「
糸
束
記
」
寛
仁
四
年
部
分
と
は
体
裁
が
異
な
る
。
ま
た
、
他
の
冊
が
存
在
し

た
か
は
未
詳
。『
国
書
総
目
録
』「
内
閣
（
寛
仁
四
、
一
冊
）」
に
あ
た
る
。

㊴
東
洋
文
庫　

三
Ｈ
ａ
へ
一
一

［
冊
数
］
一
冊
（
寛
仁
四
年
春
夏
秋
冬
）

［
印
記
等
］
な
し

［
外
題
］
な
し　

［
内
題
］
左
経
記

［
奥
書
］
な
し

他
の
「
糸
束
記
」
寛
仁
四
年
部
分
、
お
よ
び
㊳
と
は
体
裁
が
異
な
る
。
ま
た
、
他
の

冊
が
存
在
し
た
か
は
未
詳
。『
国
書
総
目
録
』「
東
洋
岩
崎

（
寛
仁
四
、
一
冊
）」
に�

あ
た
る
。

㊵
多
和
文
庫

［
冊
数
］
一
冊
（
寛
仁
四
年
秋
冬
・
万
寿
二
年
秋
冬
）

［�

印
記
等
］
印
「
江
藤
文
庫
」「
香
木
舎
文
庫
」「
集
古
清
玩
」「
多
和
文
庫
」「
こ
の

ふ
み
た
わ
の
ふ
ぐ
ら
に
を
さ
む
」

［
外
題
］
寛
仁
日
記
／
左
経
記　

［
内
題
］
な
し
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［
奥
書
］
な
し

江
藤
正
澄
（
一
八
三
六
～
一
九
一
一
）
旧
蔵
。
明
治
時
代
の
書
写
。
体
裁
は
㉘
～
㉜

の
対
応
す
る
部
分
と
同
じ

【
部
分
的
に
伝
わ
る
も
の
】

残
さ
れ
た
冊
数
が
少
な
い
た
め
に
分
類
が
難
し
い
も
の
を
こ
こ
に
掲
げ
る
。

㊶
宮
内
庁
書
陵
部　

二
五
五-
一
九

［
冊
数
］
六
冊
（
長
元
元
年
～
八
年
）

［
印
記
等
］
朱
印
「
和
学
講
談
所
」「
書
籍
館
印
」「
図
書
寮
印
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
左
経
記
（
第
一
・
四
冊
の
み
）

［
奥
書
］
な
し

和
学
講
談
所
旧
蔵
。『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に
よ
れ
ば
江
戸
中
期
写
。『
国
書
総
目

録
』「
宮
書
（
長
元
元-

八
、
六
冊
）」
に
あ
た
る
。
体
裁
は
Ａ
・
Ｂ
と
は
異
な
り
、

長
元
七
年
の
錯
簡
部
分
は
錯
簡
の
あ
る
字
の
並
び
の
ま
ま
書
写
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

他
の
冊
が
存
在
し
た
か
は
未
詳
。

㊷
京
都
大
学
附
属
図
書
館　

菊-

サ-

八

［
冊
数
］
一
冊
（
長
元
元
年
春
夏
）

［
印
記
等
］
朱
印
「
今
出
河
蔵
書
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
な
し

今
出
川
家
旧
蔵
。『
国
書
総
目
録
』「
京
大
（
万
寿
五
、
一
冊
）」
に
あ
た
る
。
Ａ
・

Ｂ
と
ほ
ぼ
同
じ
体
裁
。
ま
た
、
他
の
冊
が
存
在
し
た
か
は
未
詳
。

㊸
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

特
九
二
七-

三
七-

一
二

［
冊
数
］
一
冊
（
長
元
四
年
春
夏
）

［
印
記
等
］
朱
印
「
京
都
府
立
図
書
館
印
」「
京
図
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
な
し

『
国
書
総
目
録
』「
京
都
府
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
七
冊
）」
の
う
ち
一
冊
。
体
裁

は
Ａ
・
Ｂ
と
異
な
る
。
ま
た
、
他
の
冊
が
存
在
し
た
か
は
未
詳
。

㊹
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

特
九
二
七-

三
七-

一
五

［
冊
数
］
一
冊
（
長
元
七
年
秋
冬
）

［
印
記
等
］
朱
印
「
日
野
西
家
蔵
書
」「
京
都
府
立
図
書
館
印
」「
京
図
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
な
し

日
野
西
家
旧
蔵
。『
国
書
総
目
録
』「
京
都
府
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
七
冊
）」
の
う

ち
一
冊
。
体
裁
は
Ａ
・
Ｂ
と
異
な
り
、
錯
簡
部
分
は
錯
簡
が
あ
る
字
の
並
び
の
ま
ま

書
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
冊
が
存
在
し
た
か
は
未
詳
。

㊺
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
（
吉
田
文
庫
）　

吉
六
四-

三
〇

［
冊
数
］
二
冊
（
長
元
四
年
春
夏
・
同
年
秋
冬
）

［�

印
記
等
］
印
「
天
理
図
書
館
／656277

・656278

／
昭
和
四
三
年
三
月
十
一
日
」

「
吉
田
文
庫
」

［
外
題
］
左
経
記　

［
内
題
］
な
し

［�

奥
書
］
第
一
冊
に
「
寛
保
二
年
六
月
廿
七
日
、
急
々
遂
書
功
了　

右
兵
衛
督
侍
従

（
花
押
）」。
第
二
冊
に
「
寛
保
二
年
六
月
卅
日
、
急
々
仰
他
筆
書
写
了
（
花
押
：

第
一
冊
と
同
じ
）」

吉
田
文
庫
旧
蔵
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
吉
田
兼
雄
が
第
一
冊
を
書
写
、
第
二
冊
を
書
写

さ
せ
た
。『
国
書
総
目
録
』
補
遺
「
天
理
吉
田

長
元
四
、
二
冊
」
に
あ
た
る
。
体
裁
は

Ａ
・
Ｂ
と
同
じ
。
ま
た
、
他
の
冊
が
存
在
し
た
か
は
未
詳
。

【
類
聚
雑
例
の
み
】

　

日
次
記
と
比
べ
る
と
数
は
圧
倒
的
に
少
な
い
が
、
単
独
で
伝
わ
る
『
類
聚
雑
例
』

も
存
在
す
る
。こ
れ
ら
は
Ａ
に
含
ま
れ
る「
類
聚
雑
例
」と
は
外
題
・
体
裁
が
異
な
っ

（
一
七
四
二
）
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て
い
る
。

㊻
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）　

一
四
五-

一
三
四
八

［
冊
数
］
一
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
甘
露
寺
蔵
書
」

［
外
題
］
左
経
記
／
後
一
条
院
晏
駕
以
下
凶
事
部
類　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅳ

甘
露
寺
家
旧
蔵
。『
国
書
総
目
録
』「
類
聚
雑
例
」
の
項
の
「
内
閣
」
に
あ
た
る
。
体

裁
は
㊽
と
同
様
。

㊼
静
嘉
堂
文
庫　

七
五
函
三
二
架

［
冊
数
］
一
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
静
嘉
堂
蔵
書
」「
山
田
本
」

［
外
題
］
左
経
記
長
元

／
秘
／
後
一
条
天
皇
晏
駕
記　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅳ

山
田
以
文
（
一
七
六
二
～
一
八
三
五
）
旧
蔵
。『
国
書
総
目
録
』「
静
嘉
（
後
一
条
天

皇
晏
駕
記
、
一
冊
）」
に
あ
た
る
。
体
裁
は
㊻
㊽
と
異
な
る
。

㊽
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館　

特
九
二
七-

三
七-

一
七

［
冊
数
］
一
冊

［
印
記
等
］
朱
印
「
京
都
府
立
図
書
館
印
」

［
外
題
］
左
経
記
／
後
一
条
院
晏
駕
以
下
凶
事
部
類　

［
内
題
］
な
し

［
奥
書
］
Ⅳ

『
国
書
総
目
録
』「
京
都
府
（
寛
仁
元-

長
元
八
、
一
七
冊
）」
の
う
ち
一
冊
。
体
裁

は
㊻
と
同
様
。

　

な
お
、
以
下
の
写
本
に
つ
い
て
は
調
査
が
叶
わ
な
か
っ
た
た
め
、
目
録
等
よ
り
得

ら
れ
る
情
報
を
掲
げ
て
お
く
。

・
彰
考
館
文
庫　

卯
部
（
家
業
）
三

十
一
冊
。『
国
書
総
目
録
』「
彰
考
（
一
一
冊
）」
に
あ
た
る
。

・
彰
考
館
文
庫　

卯
部
（
家
業
）
七

一
冊
、
経
頼
記
、
寛
仁
元
年
。『
国
書
総
目
録
』「
彰
考
（
寛
仁
元
、
一
冊
）」
に
あ

た
る
。

・
無
窮
会
専
門
図
書
館　

神
習
文
庫
二
七
五
四

十
四
冊
、寛
仁
元
年
～
長
元
九
年
、井
上
頼
囶
旧
蔵
。『
国
書
総
目
録
』「
無
窮
神
習（

寛

仁
元-

長
元
九
、
一
四
冊
）」
に
あ
た
る
。

・
京
都
大
学
総
合
博
物
館　

勧
修
寺
家
文
書
Ｂ
二
九-

一
一

三
冊
。
第
一
冊
は
寛
仁
元
年
秋
～
同
二
年
夏
・
十
月
～
十
二
月
、
同
三
年
八
月
～
同

四
年
閏
十
二
月
、
第
二
冊
は
万
寿
二
年
秋
～
同
三
年
夏
、
長
元
元
年
、
第
三
冊
は
長

元
四
年
、
同
七
年
秋
～
同
八
年
夏
。
各
年
の
末
に
奥
書
「
延
宝
年
中
遂
書
写
了
」、

寛
仁
二
年
の
末
に
奥
書
Ⅱ
お
よ
び
朱
書
「
享
保
十
二
年
仲
秋
一
覧
了
」
あ
り
。

・
京
都
大
学
総
合
博
物
館　

勧
修
寺
家
文
書
一
三
四

左
経
記
（
類
聚
雑
例
）
一
冊
、
奥
書
Ⅳ
あ
り
。『
国
書
総
目
録
』「
勧
修
寺
家
（
一
冊

本
二
部
）」
の
う
ち
一
部
に
あ
た
る
。・

陽
明
文
庫

十
六
冊
、
寛
仁
元
年
～
長
元
八
年
（『
国
書
総

目
録
』
に
よ
る
）

　

本
章
で
分
類
し
た
Ａ
～
Ｉ
相
互
の
関
係
を
簡

単
に
表
す
と
、
上
の
図
の
よ
う
に
な
る
。
長
元

七
年
の
錯
簡
は
⑪
以
外
す
べ
て
の
当
該
冊
に
影

響
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
錯
簡
の
あ

る
共
通
の
祖
を
持
ち
、
体
裁
を
保
っ
て
書
写
さ

れ
た
の
が
Ａ
・
Ｂ
、
体
裁
が
保
た
れ
な
か
っ
た

の
が
そ
れ
以
外
、
と
整
理
で
き
る
。
ま
た
、
次

章
に
ま
と
め
た
万
寿
二
年
秋
冬
の
欠
け
て
い
る

部
分
は
す
べ
て
の
当
該
冊
に
お
い
て
同
じ
部
分

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）（

一
六
七
三
～
八
一
）

（
一
七
二
七
）

『左経記』諸写本関係図

Ｄ 祖本 Ｈ

Ｉ

Ｃ ＡＢ Ｆ Ｇ

Ｅ
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が
欠
け
て
い
る
こ
と
、万
寿
二
年
秋
冬
の「
万
寿
二
年
」、長
元
元
年
春
夏
の「
長
元
々

年
上
」、
長
元
四
年
秋
冬
の
「
大
治
五
年
下
」
と
い
う
奥
題
が
す
べ
て
の
群
で
確
認

で
き
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
左
経
記
』
新
写
本
は
内
題
・
構
成
・
体
裁
に
も
と

づ
き
九
群
に
分
類
で
き
る
も
の
の
、
写
本
系
統
が
異
な
る
の
で
は
な
く
、
同
じ
本
を

書
写
し
て
い
く
う
ち
に
形
態
に
差
が
生
じ
た
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

錯
簡
が
生
じ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
～
Ｆ
・
Ｈ
（
Ａ
・
Ｂ
は
い
つ
錯
簡
が
生
じ

た
の
か
判
別
で
き
ず
、
Ｇ
に
は
当
該
部
分
が
存
在
し
な
い
）
の
う
ち
判
明
す
る
書
写

年
が
最
も
早
い
の
は
㉕
の
元
禄
五
年
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
Ｆ
後
半
の
親
本
で
あ
る

Ｈ
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
す
で
に
錯
簡

が
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
・
Ｂ
が
成
立
時
点
で
錯
簡
を
含
ん
で
い
た
と
す

れ
ば
、
錯
簡
が
生
じ
た
時
期
は
さ
ら
に
遡
る
。

三
、
古
写
本
と
新
写
本
の
関
係

　

長
元
七
年
秋
冬
に
つ
い
て
は
Ａ
・
Ｂ
が
最
も
古
い
体
裁
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
が
、
古
写
本
の
う
ち
守
屋
本
（
万
寿
二
年
秋
冬
・
長
元
七
年
秋
冬
・
長
元
八

年
春
夏
）
の
部
分
に
つ
い
て
は
新
写
本
に
も
含
ま
れ
る
た
め
、
両
者
の
比
較
が
可
能

で
あ
る
。
長
元
七
年
秋
冬
に
つ
い
て
は
す
で
に
比
較
を
行
い
、
旧
久
松
家
本
（
以
下
、

②
の
う
ち
久
松
家
か
ら
献
上
さ
れ
た
部
分
を
こ
の
よ
う
に
呼
称
す
る
）
に
み
ら
れ
る

脱
文
が
守
屋
本
の
ち
ょ
う
ど
一
行
に
あ
た
る
、
行
頭
の
文
字
の
多
く
が
同
じ
で
ず
れ

が
あ
る
場
合
で
も
一
～
二
字
に
留
ま
る
、
旁
の
省
略
や
不
要
な
改
行
が
共
通
す
る
、

と
い
っ
た
特
徴
が
確
認
で
き
た
。
本
章
で
は
守
屋
本
の
他
二
巻
に
つ
い
て
比
較
し
た

い
。
な
お
、
便
宜
上
守
屋
本
と
旧
久
松
家
本
の
比
較
と
い
う
形
を
と
る
が
、
結
果
は

共
通
の
体
裁
を
持
つ
Ａ
・
Ｂ
全
体
に
当
て
は
ま
る
。

　

ま
ず
万
寿
二
年
秋
冬
に
つ
い
て
。守
屋
本
万
寿
二
年
秋
冬
巻
は
他
二
巻
と
異
な
り
、

巻
首
こ
そ
数
行
欠
け
る
も
の
の
そ
れ
以
降
は
巻
末
ま
で
残
っ
て
い
る
た
め
、
巻
全
体

で
の
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
行
頭
の
文
字
は
守
屋
本
と
旧
久
松
家
本
と
で
ほ
と
ん
ど

一
致
し
て
お
り
、
一
字
の
ず
れ
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
守
屋

本
に
あ
る
傍
書
や
校
訂
の
ほ
と
ん
ど
が
旧
久
松
家
本
に
も
存
在
す
る
。
特
に
注
目
さ

れ
る
の
は
、
七
月
八
日
条
の
「
過
」、
八
月
十
日
条
の
「
命
」
と
い
っ
た
傍
書
が
共

通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
旧
久
松
家
本
に
は
行
頭
か
ら
数
字
分
が
欠
け
て
い
る
箇

所
が
次
の
よ
う
に
目
録
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

目
録
で
は
、

・
冒
頭
（「
三
日
東
宮
還
御
大
内
事
」
の
前
）

・「
集
七
大
寺
僧
於
東
大
寺
可
被
転
経
事
」
の
上

・�「
廿
二
日
依
天
下
疱
瘡
五
十
箇
日
於
承
香
殿
転
読
大
般
若
経
事
」
と
「
三
日
尚
侍

殿
御
産
事
」
の
間
の
一
行

・「
平
癒
事
」
の
上

・「
東
廊
行
大
祓
事
」
の
上

・「
例
幣
使
事
」
の
上

・「
卅
日
中
宮
被
着
服
事
」
と
「
四
日
春
日
祭
上
卿
事
」
の
間
の
一
行

・「
御
着
裳
事
」
の
上

・「
侍
始
事
」
の
上

・「
分
配
事
」
の
上

七
月
で
は
、

・
冒
頭
「
炎
旱
日
」
の
上

・
三
日
条
割
書
「
女
房
料
云
々
」
の
右
行

・
十
日
条
「
威
儀
師
率
諸
僧
」
の
上

こ
れ
ら
の
箇
所
は
守
屋
本
の
損
傷
と
一
致
し
て
い
る
。
守
屋
本
の
損
傷
箇
所
に
本
来

ど
の
程
度
の
文
字
が
あ
っ
た
の
か
確
認
は
で
き
な
い
が
、
残
っ
て
い
る
部
分
に
は
明

ら
か
な
欠
字
（
空
白
な
ど
）
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
損
傷
部
分
周
辺
に
墨
痕
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
損
傷
前
の
守
屋
本
に
は
す
べ
て
の
行
頭
か
ら
文
字
が
あ
っ
た
と
見

て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
守
屋
本
が
旧
久
松
家
本
の
祖
本
で
あ
る
可
能
性

長
元
四
年
歟

（
20
）

（
21
）

通
歟

今
歟

（
22
）

（
23
）

（
24
）（

25
）

（
26
）
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は
極
め
て
高
い
。

　

た
だ
し
、
両
者
に
は
相
違
点
も
存
在
す
る
。
守
屋
本
に
は
旧
久
松
家
本
で
欠
け
て

い
る
部
分
以
外
に
も
一
～
二
字
分
程
度
の
損
傷
が
散
見
す
る
。
ま
た
、
守
屋
本
に
は

旧
久
松
家
本
の
四
倍
近
く
の
数
の
首
書
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
久
松
家
本
の

祖
本
は
、
守
屋
本
の
損
傷
が
現
状
よ
り
少
な
く
首
書
が
充
実
さ
れ
る
前
の
段
階
で
書

写
さ
れ
た
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
長
元
八
年
春
夏
に
つ
い
て
。
守
屋
本
長
元
八
年
春
夏
巻
は
三
巻
の
中
で
最
も

損
傷
が
激
し
く
、
巻
首
か
ら
見
ら
れ
る
損
傷
は
巻
末
に
向
け
て
大
き
く
な
り
、
二
月

以
降
の
料
紙
は
分
断
さ
れ
最
終
的
に
は
二
十
四
字
程
度
の
断
片
と
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
れ
ら
が
補
修
紙
上
に
順
番
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
守
屋
本
が
残
っ
て
い
る
部
分
に

つ
い
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
行
頭
の
文
字
の
ほ
と
ん
ど
は
旧
久
松
家
本
と
一
致
し
て

お
り
、
ず
れ
が
あ
る
場
合
も
一
～
二
字
に
留
ま
る
。
ま
た
、
や
は
り
守
屋
本
に
あ
る

傍
書
や
校
訂
の
ほ
と
ん
ど
が
旧
久
松
家
本
に
も
存
在
し
、
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
は
五

月
二
十
三
日
の
目
録
「
結
始
所
事
」、
正
月
一
日
条
の
頭
書
「
此
時
実
不
奏
宣
命
之

由
見
左
三
日
記
」、
四
月
八
日
条
の
欠
字
、
四
月
二
十
三
日
条
の
「
隠
」
が
共
通
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
長
元
七
年
秋
冬
と
同
じ
く
守
屋
本
が
旧
久
松
家
本
の

祖
本
で
あ
る
と
い
う
想
定
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
万
寿
二
年
秋
冬
と
は
異
な
り
旧
久
松
家
本
に
は
前
述
の
四
月
八
日
条
以

外
の
明
ら
か
な
欠
字
は
見
え
ず
、
守
屋
本
の
損
傷
は
ま
っ
た
く
影
響
し
て
い
な
い
。

こ
の
点
も
長
元
七
年
秋
冬
と
同
様
で
、
両
巻
は
ほ
と
ん
ど
損
傷
が
な
い
状
態
で
書
写

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

石
田
氏
は
、
九
条
本
・
谷
森
本
・
守
屋
本
に
共
通
し
て
藤
原
兼
光
の
も
の
と
み
ら

れ
る
花
押
を
伴
う
奥
書
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
八
巻
が
僚
本
で
九
条
家
の

蔵
書
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
九
条
本
の
み
に
寛
永
十

八
年
（
一
六
四
一
）
の
九
条
道
房
に
よ
る
奥
書
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
谷
森
本
・

守
屋
本
は
十
二
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
前
半
の
間
に
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
筆

者
は
以
前
、
新
写
本
が
九
条
本
・
谷
森
本
の
部
分
を
含
ま
ず
守
屋
本
の
部
分
の
み
を

含
む
こ
と
か
ら
、
守
屋
本
は
比
較
的
早
い
時
期
に
九
条
家
か
ら
流
出
し
た
こ
と
で
そ

の
内
容
が
新
写
本
に
含
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
（
言
い
換
え
れ
ば
、
九
条
家
所
蔵
の

状
態
で
は
新
写
本
に
含
ま
れ
得
な
か
っ
た
）
と
い
う
推
測
を
述
べ
た
。
本
章
で
確
認

し
た
結
果
、
三
巻
い
ず
れ
も
守
屋
本
の
特
徴
が
新
写
本
に
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
、
こ
の
推
測
の
蓋
然
性
は
高
ま
っ
た
。
新
写
本
か
ら
推
定
さ
れ
る
万
寿
二

年
秋
冬
の
巻
首
が
少
し
損
傷
し
首
書
が
少
な
か
っ
た
状
態
、
長
元
七
年
秋
冬
・
長
元

八
年
春
夏
の
損
傷
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
は
、
九
条
家
か
ら
流
出
し
た
時
の
状
態

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
そ
れ
以
外
の
部
分
の
新
写
本
の
祖
本
に
つ

い
て
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
九
条
本
・
谷
森
本
・
守
屋
本
の
僚
本
で
あ
る
の
か
、
あ

る
い
は
別
の
古
写
本
で
あ
る
の
か
、
今
は
検
証
す
る
術
を
持
た
な
い
。
た
だ
、
Ａ
・

Ｂ
が
そ
の
古
写
本
の
体
裁
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
左
経
記
』
新
写
本
の
全
体
像
を
示

す
と
と
も
に
、
内
題
・
構
成
・
体
裁
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。
各
群
は
異
な
る
特
徴
を

持
ち
な
が
ら
も
、
根
本
的
な
要
素
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
同
じ
祖
本
を
持
つ
と

み
ら
れ
、
そ
の
点
で
は
増
補
史
料
大
成
凡
例
の
「
内
容
は
他
の
諸
流
布
本
と
同
じ
」

と
い
う
表
現
は
正
し
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
中
で
、
Ａ
・
Ｂ
の
諸
写
本
は
少
な
く
と

も
万
寿
二
年
秋
冬
・
長
元
七
年
秋
冬
・
長
元
八
年
春
夏
に
つ
い
て
体
裁
（
一
行
の
字

数
）
や
傍
書
な
ど
が
古
写
本
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
Ａ
・
Ｂ
の
他
の
冊

も
古
写
本
の
様
態
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
た
。
書
誌
情
報
に
紙
幅
を
多

く
割
い
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
新
写
本
の
中
に
古
写
本
の
要
素
を
見
い
だ
せ
た

こ
と
に
は
一
定
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
以
前
指
摘
し
た
よ
う
に
長
元

七
年
十
一
月
十
二
日
条
で
は
守
屋
本
の
一
行
が
新
写
本
に
お
い
て
脱
行
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
事
象
を
念
頭
に
置
い
て
史
料
を
読
む
際
、
古
写
本
に
お
け
る
一
行

（
27
）

徳
歟

（
28
）

（
29
）

（
30
）
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の
字
数
の
情
報
は
有
益
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
回
は
首
書
に
十
分
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
数
は
写
本
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
お
り
相
互
の
関
係
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
墨
書
・
朱
書
・
合

点
の
有
無
と
い
っ
た
要
素
で
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
明
快

な
結
論
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
諸
写
本
の
検
討
だ
け
み
て
も
こ
の
よ
う
に
課
題
が

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
稿
が
わ
ず
か
で
も
『
左
経
記
』
の
テ
キ
ス
ト
や
そ
の
本
来

の
姿
に
関
す
る
研
究
の
地
均
し
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）　
『
増
補
史
料
大
成　

左
経
記
』
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
。

（
２
）　

石
田
実
洋
「『
左
経
記
』
の
古
写
本
に
つ
い
て
」（
小
口
雅
史
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
史

料
論
』
同
成
社
、
二
〇
二
〇
年
）。
九
条
本
に
は
こ
の
四
巻
を
親
本
と
し
て
作
成
さ
れ

た
新
写
本
四
冊
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
経
頼
卿
記
』、
函
架
番
号
九-

五
一
七
四
）
も

存
在
す
る
。
な
お
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
経
頼
卿
記
』
四
冊
（
函
架
番
号
二
六
二-

二
四
）
は
国
立
公
文
書
館
一
六
〇-

〇
二
三
〇
の
補
写
部
分
と
酷
似
し
て
い
る
。

（
３
）　

同
様
の
影
写
本
と
し
て
京
都
大
学
文
学
部
所
蔵『
左
経
記
』（
国
史
特
き
二
）も
あ
る
。

（
４
）　

石
田
註
２
論
文
。

（
５
）　

補
訂
版
『
国
書
総
目
録
』
第
三
巻
・
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

（
６
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古
典
籍
総
合
目
録
︱
国
書
総
目
録
続
編
』
第
一
巻
、
岩

波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
お
よ
び
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（https://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/

）

（
７
）　

清
水
潔
「
編
者
源
経
頼
の
研
究
」（『
類
聚
符
宣
抄
の
研
究 

付
類
聚
符
宣
抄

別
聚
符
宣
抄
索
引
』
国

書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
八
一
～
八
二
年
）。

（
８
）　

清
水
註
７
論
文
。

（
９
）　

田
島
公
「
典
籍
の
伝
来
と
文
庫
︱
古
代
・
中
世
の
天
皇
家
ゆ
か
り
の
文
庫
・
宝
蔵

を
中
心
に
」（
石
上
英
一
編
『
日
本
の
時
代
史
30 

歴
史
と
素
材
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
年
）。

（
10
）　

拙
稿
「
佐
藤
道
生
氏
所
蔵
『
左
経
記
』
断
簡
」『
古
文
書
研
究
』
九
三
、二
〇
二
二
年
。

（
11
）　

な
お
、
古
写
本
で
は
九
条
本
の
新
補
表
紙
お
よ
び
第
一
紙
の
端
裏
に
「
参
議
経
頼

卿
記
」
と
あ
り
、
九
条
道
房
の
筆
と
み
ら
れ
る
（
石
田
註
２
論
文
）。
谷
森
本
・
守
屋

本
に
は
外
題
・
内
題
は
み
ら
れ
な
い
。

（
12
）　

宮
内
庁
書
陵
部
編
、
一
九
五
二
～
一
九
六
八
年
。

（
13
）　

請
求
記
号
等
が
な
い
た
め
、『
尊
経
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』（
侯
爵
前
田
家
尊
経
閣
、

一
九
三
九
年
）
に
お
け
る
所
在
を
示
し
た
。
㉟
も
同
じ
。

（
14
）　

佐
藤
道
生
氏
所
蔵
『
左
経
記
』
断
簡
に
は
太
田
晶
二
郎
氏
の
も
の
と
み
ら
れ
る
添

紙
が
あ
り
、
そ
の
中
で
錯
簡
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
錯
簡
の
訂
正
は
太
田
氏

に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
15
）　

神
宮
司
庁
編
『
神
宮
文
庫
図
書
目
録
』（
神
宮
司
庁
、
一
九
二
二
年
）
の
番
号
。
⑲

も
同
じ
。

（
16
）　
『
類
聚
雑
例
』
を
含
む
新
写
本
は
全
体
の
中
で
ご
く
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
の

よ
う
に
日
次
記
と
一
具
と
さ
れ
た
の
は
か
な
り
後
の
段
階
（
お
そ
ら
く
そ
の
時
点
で

大
幅
に
前
欠
と
な
っ
て
い
た
）
と
思
わ
れ
る
。
㊻
㊽
の
「
後
一
条
院
晏
駕
以
下
凶
事

部
類
」
は
そ
れ
以
前
の
書
名
で
あ
ろ
う
か
。『
類
聚
雑
例
』
に
つ
い
て
は
作
成
過
程
や

本
来
の
内
容
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ
る
が
、
機
会
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
17
）　

彰
考
館
文
庫
員
編
『
彰
考
館
図
書
目
録 

全
』（
彰
考
館
文
庫
、
一
九
一
八
年
）
に

よ
る
。
次
項
も
同
じ
。

（
18
）『
神
習
文
庫
図
書
目
録
』（
無
窮
会
、
一
九
三
五
年
）
に
よ
る
。

（
19
）
藤
井
讓
治
・
有
坂
道
子
編
『
京
都
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
関
係
日
記
目
録
』

（
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。
次
項
も
同
じ
。

（
20
）　

新
写
本
の
中
で
奥
題
が
確
認
で
き
る
の
は
以
上
三
か
所
の
み
。
万
寿
二
年
秋
冬
の

奥
題
は
守
屋
本
に
も
存
在
す
る
。
ほ
か
の
古
写
本
で
は
九
条
本
の
治
安
二
年
秋
冬
に

「
治
安
二
年
」、
谷
森
本
に
「
長
元
五
年
上
」
の
奥
題
が
あ
る
。

（
21
）　

註
10
拙
稿
。

（
22
）　

守
屋
本
の
残
画
に
よ
り
「
疾
」
の
一
字
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
23
）　

守
屋
本
の
残
画
に
よ
り
「
有
」
の
一
字
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
24
）　

守
屋
本
の
残
画
に
よ
り
「
伊
勢
□
□
」
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
25
）　

守
屋
本
の
残
画
に
よ
り
「
一
日
□
□
晴
日
来
」
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
26
）　

守
屋
本
の
残
画
に
よ
り
「
次
」
の
一
字
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
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（
27
）　

正
し
く
は
「
政
」。

（
28
）　

石
田
註
２
論
文
。

（
29
）　

註
10
拙
稿
。

（
30
）　

註
10
拙
稿
。

【
付
記
】

こ
の
研
究
報
告
はJSPS

科
研
費JP19K

13330

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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群 内題 番号 所蔵機関・請求記号 寛仁元年秋冬 寛仁二年春夏 寛仁二年冬 寛仁三年秋冬 寛仁四年春夏 寛仁四年秋冬 万寿二年秋冬 万寿三年春夏 長元元年春夏 長元元年秋冬 長元四年春夏 長元四年秋冬 長元七年秋冬 長元八年春夏 類聚雑例 冊数

Ａ

左経記

１ 国立国会図書館�わ210.3-51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
２ 国立公文書館�160-0230 ○＋長和５春夏 ○ ○ ○ ○ ○＋治安２秋冬 ○＋万寿２春夏 ○＋万寿３秋冬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
３ 静嘉堂文庫�75函32架 ○＋長和５春夏 ○ ○ ○＋治安２秋冬 ○＋万寿２春夏 ○＋万寿３秋冬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12冊
４ 東京大学史料編纂所�4373-21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
５ 京都大学附属図書館�平松/3/サ-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
６ 東山御文庫�勅封3-3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊

Ｂ

７ 宮内庁書陵部�350・236 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊
８ 宮内庁書陵部�353・172 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊
９ 宮内庁書陵部�葉・1064 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊
10 国立公文書館�160-0220 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊
11 尊経閣文庫 ○ ○ ○ ３冊
12 東京大学史料編纂所�貴11-15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △後欠 10冊
13 京都大学附属図書館�5-04/サ/9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８冊
14 大阪府立中之島図書館�323-22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12冊
15 天理大学附属天理図書館�吉64-10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊

Ｃ 16 宮内庁書陵部�217・413 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
17 宮内庁書陵部�264・759 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊

Ｄ
18 神宮文庫�1389 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊
19 神宮文庫�1390 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊
20 京都学・歴彩館�特/927/37/1～11・13・14・16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊

Ｅ
21 宮内庁書陵部�255・18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12冊
22 東京大学史料編纂所�徳大寺04-01-02～14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊
23 東京都立中央図書館�東9132-5 ○ ○ ○ ○※ ※○ ○※ ※○ ○ ８冊

Ｆ
左経記

・
糸束記

24 筑波大学附属中央図書館�ヨ216-14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊
25 宮内庁書陵部�259・138 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８冊
26 宮内庁書陵部�262・25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ６冊
27 東京大学附属駒場図書館�三：い：128 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊

Ｇ

糸束記

28 国立公文書館�160-0199 ○ ○ ○ ○ ４冊
29 国立公文書館�特024-0015 ○ ○ ○ ○ ４冊
30 国立国会図書館�W996-N1216 ○ ○ ○ ○ ○ ５冊
31 東洋文庫�三Haへ5 ○ ○ ○ ○ ４冊
32 名古屋市立鶴舞中央図書館�河シ-77 ○ ○ ○ ○ ４冊
33 高知県立図書館�ヤ327-141 ○ ○ ○ ○ ○ ５冊
34 国立公文書館�特024-0012 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８冊
35 尊経閣文庫 ○ ○ ○ ○ ○ ５冊

Ｈ 36 国立国会図書館�W215-11 ○ １冊
37 大和文華館�1-1374～1378 ○ ○ ○ ○ ○ ５冊

Ｉ
38 国立公文書館�160-0200 ○ １冊
39 東洋文庫�三Haへ11 ○ １冊
40 多和文庫 ○ １冊

部
分
的

左経記

41 宮内庁書陵部�255・19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ６冊
42 京都大学附属図書館�菊/サ/8 ○ １冊
43 京都学・歴彩館�特/927/37/12 〇 １冊
44 京都学・歴彩館�特/927/37/15 〇 １冊
45 天理大学附属天理図書館�吉64-30 ○ ○ ２冊

類
聚
雑
例

46 国立公文書館�145-1348 ○ １冊
47 静嘉堂文庫�75函32架 ○ １冊
48 京都学・歴彩館�特/927/37/17 ○ １冊

『左経記』諸写本一覧表
【凡例】本表は第二章と対応している。各写本の冊ごとに○を記入し、存在しない部分には網掛けを施した。
　　　　調査できていない写本については本表から除いている。
　　　　※は冊構成が変則的な部分。第二章参照。
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群 内題 番号 所蔵機関・請求記号 寛仁元年秋冬 寛仁二年春夏 寛仁二年冬 寛仁三年秋冬 寛仁四年春夏 寛仁四年秋冬 万寿二年秋冬 万寿三年春夏 長元元年春夏 長元元年秋冬 長元四年春夏 長元四年秋冬 長元七年秋冬 長元八年春夏 類聚雑例 冊数

Ａ

左経記

１ 国立国会図書館�わ210.3-51 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
２ 国立公文書館�160-0230 ○＋長和５春夏 ○ ○ ○ ○ ○＋治安２秋冬 ○＋万寿２春夏 ○＋万寿３秋冬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
３ 静嘉堂文庫�75函32架 ○＋長和５春夏 ○ ○ ○＋治安２秋冬 ○＋万寿２春夏 ○＋万寿３秋冬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12冊
４ 東京大学史料編纂所�4373-21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
５ 京都大学附属図書館�平松/3/サ-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
６ 東山御文庫�勅封3-3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊

Ｂ

７ 宮内庁書陵部�350・236 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊
８ 宮内庁書陵部�353・172 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊
９ 宮内庁書陵部�葉・1064 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊
10 国立公文書館�160-0220 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊
11 尊経閣文庫 ○ ○ ○ ３冊
12 東京大学史料編纂所�貴11-15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △後欠 10冊
13 京都大学附属図書館�5-04/サ/9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８冊
14 大阪府立中之島図書館�323-22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12冊
15 天理大学附属天理図書館�吉64-10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊

Ｃ 16 宮内庁書陵部�217・413 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊
17 宮内庁書陵部�264・759 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15冊

Ｄ
18 神宮文庫�1389 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊
19 神宮文庫�1390 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊
20 京都学・歴彩館�特/927/37/1～11・13・14・16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14冊

Ｅ
21 宮内庁書陵部�255・18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12冊
22 東京大学史料編纂所�徳大寺04-01-02～14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊
23 東京都立中央図書館�東9132-5 ○ ○ ○ ○※ ※○ ○※ ※○ ○ ８冊

Ｆ
左経記

・
糸束記

24 筑波大学附属中央図書館�ヨ216-14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊
25 宮内庁書陵部�259・138 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８冊
26 宮内庁書陵部�262・25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ６冊
27 東京大学附属駒場図書館�三：い：128 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13冊

Ｇ

糸束記

28 国立公文書館�160-0199 ○ ○ ○ ○ ４冊
29 国立公文書館�特024-0015 ○ ○ ○ ○ ４冊
30 国立国会図書館�W996-N1216 ○ ○ ○ ○ ○ ５冊
31 東洋文庫�三Haへ5 ○ ○ ○ ○ ４冊
32 名古屋市立鶴舞中央図書館�河シ-77 ○ ○ ○ ○ ４冊
33 高知県立図書館�ヤ327-141 ○ ○ ○ ○ ○ ５冊
34 国立公文書館�特024-0012 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８冊
35 尊経閣文庫 ○ ○ ○ ○ ○ ５冊

Ｈ 36 国立国会図書館�W215-11 ○ １冊
37 大和文華館�1-1374～1378 ○ ○ ○ ○ ○ ５冊

Ｉ
38 国立公文書館�160-0200 ○ １冊
39 東洋文庫�三Haへ11 ○ １冊
40 多和文庫 ○ １冊

部
分
的

左経記

41 宮内庁書陵部�255・19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ６冊
42 京都大学附属図書館�菊/サ/8 ○ １冊
43 京都学・歴彩館�特/927/37/12 〇 １冊
44 京都学・歴彩館�特/927/37/15 〇 １冊
45 天理大学附属天理図書館�吉64-30 ○ ○ ２冊

類
聚
雑
例

46 国立公文書館�145-1348 ○ １冊
47 静嘉堂文庫�75函32架 ○ １冊
48 京都学・歴彩館�特/927/37/17 ○ １冊

『左経記』諸写本一覧表
【凡例】本表は第二章と対応している。各写本の冊ごとに○を記入し、存在しない部分には網掛けを施した。
　　　　調査できていない写本については本表から除いている。
　　　　※は冊構成が変則的な部分。第二章参照。


